
葛飾の
魅力を
発信！

伝 産 職 会 つ
葛 飾 区葛 飾 区葛 飾 区

統 業 人 ま り
伝統工芸品がテクノプラザかつしかに大集合！

入場無
料

▲硝子彫刻 ▲江戸木
彫刻

江戸衣裳着
人形

▲

印伝

▲

◆会場◆
テクノプラザかつしか
（青戸7‐2‐1）

◆日時◆
5月23日㈯午前10時～午後5時
5月24日㈰午前10時～午後4時

◆同時開催◆

▽さつき展（ＪＡ東京スマイル葛飾さつき愛好会）

▽復興支援福島県産農産物即売会（湯川村、会津坂下町、塙町）

▽和菓子販売（葛飾和菓子組合）
◆担当課◆
商工振興課 �3838‐5587

実際に伝統工芸士と触れ合いながら製品を
選ぶことができます。

伝統工芸士の実演もご覧にな
れます。

■出展予定

葛飾区の伝統産業

区では江戸時代から伝わる伝統工芸品の技を後世に伝えていくた

めに、現在46品目を「葛飾区伝統工芸品」として指定しています。

また、伝統工芸品の製造に20年以上携わり、高度の伝統的な技術・

技法を持つ方を、「葛飾区伝統工芸士」として認定しています。

葛飾区伝統産業職人会まつりでは、伝統工芸品の展示・実演・即売

会を行います。職人が長年の経験と技で作り出した製品を多数出展

します。この機会にぜひ、職人の巧みな技に触れてみてください。

【担当課】 文化国際課
区内で行われるイベントを

お知らせするためのデザイン

画を募集します。

特選となった作品はポスタ

ー・チラシとして、区内各施

設や交通機関の中づり広告、

区ホームページなどに掲出し、

デザイナー名を明記します。

あなたの作品で区のイベント

をPRしてください。

応募要項など詳しくは、応

募用紙か区ホームページをご

覧ください。

対象イベント・募集概要
①かつしか若手アートコンペ

ティション

若手芸術家の育成をめざす平

成27年秋に実施する新規事業

【応募対象】

区内在住・在学の6～18歳の

方

【募集期間】 8月1日㈯～

9月15日㈫（消印有効）

②かつしか国際交流まつり

10月4日㈰に開催する区内最

大の国際交流イベントで、今

回で22回を迎えます。

【応募対象】

区内在住・在勤・在学の方

【募集期間】

7月1日㈬～31日㈮（消印有効）

いずれも
【応募方法】

作品と応募用紙を持参か郵送。

【応募用紙配布場所】

かつしかシンフォニーヒルズ

・区民ホール（区役所2階）

・区民事務所・地区センター

・図書館・学び交流館

区ホームページからも取り

出せます。

【問い合わせ・応募先】

〒124-0012 立石6‐33‐1

かつしかシンフォニーヒルズ

「ポスターデザイン募集係」

�5670‐2222
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催
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。
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忘
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憎
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。
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あ
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。
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Ａ
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携
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入
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。
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っ
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あ
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郷
土
と
天
文
の
博
物
館
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つ
し
か
の
暮
ら
し
と
文
化

子
育
て
地
蔵「
お
り
つ
地
蔵
尊
」の
由
来

▲おりつ地蔵尊

広告 内容については広告主にお問い合わせください。

伝 統 産 業
江戸衣裳着人形・東京打刃物・伊勢形紙
・江戸型彫・江戸木彫刻・たわし・唐木細工
江戸切子・東京銀器・東京手描友禅

べっ こう

・東京三味線・江戸鼈甲
東京組紐・印伝・銅版仏画・印章ケース
・硝子彫刻・象牙彫刻

びょう ぶ

江戸小紋・江戸更紗・江戸和竿・金屏風
（体験は有料です）

内 容

実 演 の み

実演・体験

販 売 の み

展 示 の み

区役所本庁舎・区民事務所開庁 月～金曜日／午前8時30分～午後5時
延長・日曜開庁 水曜日／区役所は午後7時30分まで 区民事務所は午後7時まで 第4日曜日（区役所のみ）／午前9時～正午 戸籍・住民登録など一部の業務取り扱い。

区イベントのポスター・チラシを
デザインしてみませんか
区イベントのポスター・チラシを
デザインしてみませんか
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（８）
平成27年（2015年）5月15日 No.1623この広報紙は、印刷用の紙へリサイクルできます。




